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(57)【要約】
【課題】照明装置等において、変化する映像を映し出す
際に生じる違和感を抑制する。
【解決手段】照明装置１は、開口部１５を有する筐体１
０と、筐体１０に設けられ、複数の発光素子２２を有す
る光源２０と、開口部１５に設けられ、複数の発光素子
２２から出射された光を透過及び拡散して出射する光拡
散板４０と、光源２０の発光を制御する制御部５０とを
備える。制御部５０は、光拡散板４０に映像が映し出さ
れるように複数の発光素子２２の発光を制御し、かつ、
複数の発光素子２２の発光を変化させる場合に、照明装
置１から出射される光の光量の変化、及び、色温度の変
化のうち少なくとも１つの変化が所定範囲内となるよう
に、光源２０の発光を制御する。
【選択図】図３Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明装置であって、
　開口部を有する筐体と、
　前記筐体に設けられ、複数の発光素子を有する光源と、
　前記開口部に設けられ、前記複数の発光素子から出射された光を透過及び拡散して出射
する光拡散板と、
　前記光源の発光を制御する制御部と
　を備え、
　前記制御部は、前記光拡散板に映像が映し出されるように前記複数の発光素子の発光を
制御し、かつ、前記複数の発光素子の発光を変化させる場合に、前記照明装置から出射さ
れる光の光量の変化、色温度の変化及び分光分布の変化のうち少なくとも１つの変化が所
定範囲内となるように、前記光源の発光を制御する
　照明装置。
【請求項２】
　前記光源の発光の制御として、
　前記制御部は、複数の発光素子の発光を変化させる場合に、前記照明装置の前記光拡散
板から出射される光の光量の変化、色温度の変化及び分光分布の変化のうち少なくとも１
つの変化が所定範囲内となるように、前記光源の発光を制御する
　請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記光量の変化、前記色温度の変化及び前記分光分布の変化のうち少な
くとも１つの変化が所定範囲内となるように、前記光拡散板に映し出す映像を編集する
　請求項２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記映像が、雲及び青空の映像である場合に、
　前記制御部は、前記雲の領域及び前記青空の領域の面積比率の変化が所定範囲内となる
ように、前記光拡散板に映し出す前記映像を編集する
　請求項３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記映像が、白色光及び青色光によって映し出される場合に、
　前記制御部は、前記白色光及び前記青色光の光束比率の変化が所定範囲内となるように
、前記光拡散板に映し出す前記映像を編集する
　請求項３に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記光源は、さらに、前記複数の発光素子と異なる発光源を有する発光器具を含み、
　前記制御部は、複数の発光素子の発光を変化させる場合に、前記照明装置から出射され
る光の光量の変化、色温度の変化及び分光分布の変化のうち少なくとも１つの変化が所定
範囲内となるように、前記発光器具の発光を制御する
　請求項１に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記光拡散板から出射される光の光量に対応して前記発光器具を調光す
る、及び／又は、前記光拡散板から出射される光の光色に対応して前記発光器具を調色す
る
　請求項６に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記制御部は、単位時間において、前記光量の変化、前記色温度の変化及び前記分光分
布の変化のうち少なくとも１つの変化を所定範囲内とする
　請求項１～７のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項９】
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　前記制御部は、所定の時間帯において、前記照明装置から出射される光の光量の変化、
色温度の変化及び分光分布の変化のうち少なくとも１つの変化が所定範囲内となるように
、前記光源の発光を制御する
　請求項１～８のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項１０】
　照明システムであって、
　請求項１～５のいずれか１項に記載された照明装置と、
　前記照明装置の複数の発光素子と異なる発光源を有する発光器具と、
　前記照明装置及び前記発光器具の発光を制御する照明コントローラと
　を備え、
　前記照明コントローラは、前記照明装置の光拡散板に映像が映し出されるように前記複
数の発光素子の発光を制御し、かつ、前記複数の発光素子の発光を変化させる場合に、前
記照明システムから出射される光の光量の変化、色温度の変化及び分光分布の変化のうち
少なくとも１つの変化が所定範囲内となるように、前記発光器具の発光を制御する
　照明システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室内から窓を通して空を見るような感覚を疑似体験させるための照明装置及
び照明システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、光を発光する光源と、光源から入射した光を平面状の出射面から出射する導光板
とを備える照明装置が開示されている（例えば、特許文献１参照）。この照明装置では、
導光板の出射面に微細な凹凸が設けられており、出射しようとする光が黄色みを帯びてい
る場合であっても、この凹凸を用いて光を散乱させ青色光を補充することで、出射光の色
調を均一化している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－１２５４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示された照明装置では、光を散乱させることで出射光の色調を均一化し
ているが、例えば、空模様のように時間によって変化する映像を照明装置に映し出す際は
、映し出す条件によっては、照明装置の近くにいる者に違和感を生じさせることがある。
【０００５】
　本発明は、変化する映像を映し出す際に生じる違和感を抑制することができる照明装置
等を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の一態様に係る照明装置は、開口部を有する筐体と、
前記筐体に設けられ、複数の発光素子を有する光源と、前記開口部に設けられ、前記複数
の発光素子から出射された光を透過及び拡散して出射する光拡散板と、前記光源の発光を
制御する制御部とを備え、前記制御部は、前記光拡散板に映像が映し出されるように前記
複数の発光素子の発光を制御し、かつ、前記複数の発光素子の発光を変化させる場合に、
前記照明装置から出射される光の光量の変化、色温度の変化及び分光分布の変化のうち少
なくとも１つの変化が所定範囲内となるように、前記光源の発光を制御する。
【０００７】
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　また、本発明の一態様に係る照明システムは、上記照明装置と、前記照明装置の複数の
発光素子と異なる発光源を有する発光器具と、前記照明装置及び前記発光器具の発光を制
御する照明コントローラとを備え、前記照明コントローラは、前記照明装置の光拡散板に
映像が映し出されるように前記複数の発光素子の発光を制御し、かつ、前記複数の発光素
子の発光を変化させる場合に、前記照明システムから出射される光の光量の変化、色温度
の変化及び分光分布の変化のうち少なくとも１つの変化が所定範囲内となるように、前記
発光器具の発光を制御する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の一態様に係る照明装置によれば、変化する映像を映し出す際に生じる違和感を
抑制することができる。また、本発明の一態様に係る照明システムによれば、変化する映
像を映し出す際に生じる違和感を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１Ａ】実施の形態１に係る照明装置の外観を示す斜視図である。
【図１Ｂ】実施の形態１に係る照明装置が天井に設置されている状態を示す図である。
【図１Ｃ】実施の形態１に係る照明装置の一部の分解斜視図である。
【図２】実施の形態１に係る照明装置の制御構成を示すブロック図である。
【図３Ａ】実施の形態１の照明装置に映像を表示する際のフローチャートである。
【図３Ｂ】実施の形態１の照明装置に映し出される映像の光量を示す図である。
【図４】実施の形態１の照明装置に映し出される映像の色温度を示す図である。
【図５】実施の形態１の照明装置に映し出される映像の他の一例を示す図である。
【図６】実施の形態２に係る照明装置が天井に設置されている状態を示す斜視図である。
【図７】実施の形態２に係る照明装置の制御構成を示すブロック図である。
【図８Ａ】実施の形態２の照明装置に映像を表示する際のフローチャートである。
【図８Ｂ】実施の形態２の照明装置に映し出される映像の分光分布を示す図である。
【図９】実施の形態３に係る照明システムを示す斜視図である。
【図１０】実施の形態３に係る照明システムの制御構成を示すブロック図である。
【図１１】その他の形態において、照明装置に映し出される映像を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。以下に説明する実
施の形態は、いずれも本発明の一具体例を示すものである。したがって、以下の実施の形
態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び接続形態などは、一
例であって本発明を限定する主旨ではない。よって、以下の実施の形態における構成要素
のうち、本発明の最上位概念を示す独立請求項に記載されていない構成要素については、
任意の構成要素として説明される。
【００１１】
　また、「略＊＊」との記載は、「略矩形状」を例に挙げて説明すると、完全な矩形状は
もとより、実質的に矩形状と認められるものを含む意図である。
【００１２】
　また、各図は、模式図であり、必ずしも厳密に図示されたものではない。また、各図に
おいて、実質的に同一の構成に対しては同一の符号を付しており、重複する説明は省略又
は簡略化される場合がある。
【００１３】
　また、以下の実施の形態で説明に用いられる図面においては座標軸が示される場合があ
る。Ｚ軸のマイナス側が床面側、Ｚ軸のプラス側が天井側を表している。また、Ｘ軸方向
及びＹ軸方向は、Ｚ軸方向に垂直な平面上において、互いに直交する方向である。Ｘ－Ｙ
平面は、照明装置が備える光拡散板に平行な平面である。例えば、以下の実施の形態にお
いて、「平面視」とは、Ｚ軸方向から見ることを意味する。
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【００１４】
　（実施の形態１）
　以下、本実施の形態に係る照明装置について、図を参照しながら説明する。本実施の形
態に係る照明装置は、ユーザに室内から窓を通して空を見るような感覚を疑似体験させる
ための装置である。例えば、照明装置は屋内に設置され、屋内の窓から自然の空（例えば
、青空又は夕焼けなど）を模した光（以降、疑似屋外光と記載する）を疑似的に演出する
。
【００１５】
　照明装置に、空模様のように変化する映像を映し出す場合、映像の明るさや色が極端に
変化すると、照明装置の近くにいるユーザにとっては違和感を生じることがある。そのた
め、本実施の形態の照明装置は、変化する映像を映し出す場合に、例えば明るさ又は色の
変化を所定の上下限範囲内とすることで、ユーザの違和感を抑制する構成を有している。
【００１６】
　［１－１．照明装置の構成］
　まず、本実施の形態に係る照明装置１の構成について説明する。図１Ａは、照明装置１
の外観を示す斜視図である。図１Ｂは、照明装置１が天井７０に設置されている状態を示
す斜視図である。図１Ｃは、照明装置１の一部の分解斜視図である。
【００１７】
　図１Ａ～図１Ｃに示すように、照明装置１は、筐体１０と、発光モジュール２１を有す
る光源２０と、光反射部材３０と、光拡散板４０と、制御部５０と、電源部６０とを備え
る。
【００１８】
　筐体１０は、発光モジュール２１と、光反射部材３０と、光拡散板４０と、制御部５０
と、電源部６０とを収容する収容体である。
【００１９】
　筐体１０は、扁平な箱体であり、平面視で略矩形状をなしている。なお、筐体１０の形
状は、略矩形状に限らず、略円形状、略多角形状、略半円状等の形状でもよく、形状は特
に限定されない。
【００２０】
　筐体１０は、収容部１１と、枠部１２とを有する。
【００２１】
　収容部１１は、発光モジュール２１と、光反射部材３０と、光拡散板４０と、制御部５
０と、電源部６０とを収容する扁平な箱体である。なお、制御部５０及び電源部６０は収
容部１１に収容されていなくてもよく、例えば筐体１０の外側に配置されていてもよい。
収容部１１は、床面側（Ｚ軸マイナス側）の面（以降、底面と記載する）に開口（以降、
第１の開口部１５と記載する）を有しており、第１の開口部１５を覆うように光拡散板４
０を収容する。つまり、第１の開口部１５の大きさは、光拡散板４０に対応した大きさで
ある。本実施の形態では、第１の開口部１５の形状は、略矩形状である。
【００２２】
　枠部１２は、平面視で略矩形状をなした環状（枠状）の部材であり、収容部１１の底面
の端縁に配置される。言い換えると、収容部１１の第１の開口部１５を囲むように、枠部
１２は収容部１１の底面に配置される。そのため、照明装置１を平面視した場合、枠部１
２の開口（以降、第２の開口部１６と記載する）と第１の開口部１５とは、略同一の形状
となる。本実施の形態では、第２の開口部１６の形状は第１の開口部１５の形状と同じ略
矩形状である。
【００２３】
　光拡散板４０から出射された光は、第２の開口部１６を通過する。なお、枠部１２の形
状は、光拡散板４０から出射される光を通過できれば略矩形状に限らず、略円形状、略多
角形状、略半円状等の形状でもよく、形状は特に限定されない。例えば、枠部１２は、平
面視において、外郭が収容部１１と同じ形状でもよい。
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【００２４】
　枠部１２は、底面部１２ａと、立ち上がり部１２ｂとを有する。照明装置１は、図１Ｂ
に示すように、底面部１２ａが天井面と面一となるように天井７０に埋め込まれる。立ち
上がり部１２ｂは、底面部１２ａの第２の開口部１６の端部から床面とは逆側（Ｚ軸プラ
ス側の方向）に向かって略鉛直に形成されている。なお、天井面は造営材の設置面の一例
である。
【００２５】
　筐体１０は、例えば金属材料又は高い熱伝導性を有する非金属材料によって構成される
。高い熱伝導性を有する非金属材料とは、例えば、熱伝導率が高い樹脂（高熱伝導性樹脂
）などである。筐体１０として熱伝導性の高い材料を用いることで、発光モジュール２１
が発する熱を、筐体１０を介して外部に放熱することができる。なお、収容部１１と枠部
１２とは、それぞれ別の材料で構成されていてもよい。
【００２６】
　なお、収容部１１と枠部１２とが一体的に形成され筐体１０を構成してもよいし、収容
部１１と枠部１２とは別体であり、収容部１１と枠部１２とを接着することで筐体１０を
構成してもよい。
【００２７】
　発光モジュール２１は、映像を形成するための光を出射する光源である。発光モジュー
ル２１は、光反射部材３０の光拡散板４０とは逆側の端部（Ｚ軸プラス側の端部）に固定
される。発光モジュール２１は、基板２３と、基板２３に実装された複数の発光素子２２
とで構成されている。
【００２８】
　基板２３は、複数の発光素子２２を実装するためのプリント配線基板であり、略矩形状
に形成されている。基板２３としては、例えば、樹脂をベースとする樹脂基板、金属をベ
ースとするメタルベース基板、セラミックからなるセラミック基板等を用いることができ
る。
【００２９】
　発光素子２２は、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）素子で構成さ
れている。本実施の形態では、発光素子２２は、青色光、緑色光及び赤色光（つまり、光
の３原色）を発光するＲＧＢタイプのＬＥＤ素子である。発光素子２２は、基板２３の床
面側の面に複数配置されている。例えば、複数の発光素子２２は、基板２３の床面側の面
に、行列状に配置されている。例えば、複数の発光素子２２はそれぞれ、等間隔で配置さ
れている。
【００３０】
　なお、ＬＥＤ素子は、ＳＭＤ（Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｍｏｕｎｔ　Ｄｅｖｉｃｅ）型のＬＥ
Ｄ素子であってもよいし、ＣＯＢ（Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｂｏａｒｄ）型の発光素子であって
もよい。発光素子２２は、ＲＧＢ３色に限られす、ＲＧＢＷ４色であってもよいし、ＢＷ
２色（青白２色）であってもよい。
【００３１】
　また、図示しないが、基板２３には、制御部５０からの制御信号を伝送するための配線
である信号線及び電源部６０からの電力を供給するための配線である電力線が形成されて
いる。例えば、信号線及び電力線は、複数の発光素子２２のそれぞれを直列に接続するよ
うに形成されている。複数の発光素子２２のそれぞれは、電力線を介して電源部６０から
電力の供給を受け、信号線からの制御信号に基づいて所定の光を発する。本実施の形態で
は、発光素子２２はＲＧＢタイプの発光素子であることから、青色光、緑色光及び赤色光
の発光を制御することで様々な色の光を出射することができる。すなわち、制御部５０に
よって各発光素子２２の発光を制御することで、例えば、青空、白雲、曇り空、夕空、夕
日などの映像を含む光を出射することができる。
【００３２】
　光反射部材３０は、筒状であり、少なくとも一部が発光モジュール２１及び光拡散板４
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０の間に配置されている。光反射部材３０は、発光モジュール２１から出射された光に対
して反射性を有する光学部材である。具体的には、光反射部材３０は、発光モジュール２
１から光反射部材３０の内側面（言い換えると、光反射部材３０の発光モジュール２１側
の面）に入射した光を、光拡散板４０側に反射する。ユーザは、発光モジュール２１から
光反射部材３０を介さずに光拡散板４０に入射した光が形成する映像、及び、発光モジュ
ール２１から光反射部材３０で反射して光拡散板４０に入射した光が形成する映像で形成
される合成映像を見ることとなる。
【００３３】
　光反射部材３０は、例えばアルミニウムなどの金属材料で形成された面に対して鏡面処
理又は拡散処理を施すことで形成される。例えば、鏡面処理とは、ポリッシング処理また
はラッピング処理である。例えば、拡散処理とは、アルマイト処理などのつや消し処理で
ある。なお、拡散処理は、少なくとも光反射部材３０の内側面に施されていればよい。ま
た、光反射部材３０は、必ずしも鏡面処理又は拡散処理が施されている必要はなく、鏡面
処理又は拡散処理を施す前の無地素材であってもよい。
【００３４】
　光拡散板４０は、発光モジュール２１側から入射した光を透過及び拡散して床面側に出
射する光学部材である。具体的には、光拡散板４０は、光拡散板４０の光入射面（Ｚ軸プ
ラス側の面）から入射した光を透過及び拡散し、光出射面から出射する拡散パネルである
。
【００３５】
　光拡散板４０は、平面視において矩形状の板材である。光拡散板４０は、光反射部材３
０の発光モジュール２１とは逆側の端部（Ｚ軸マイナス側の端部）に固定される。言い換
えると、光拡散板４０は、発光モジュール２１と対向しており、発光モジュール２１を覆
うように配置されている。また、光拡散板４０は、筐体１０の第１の開口部１５を覆うよ
うに配置されている。
【００３６】
　光拡散板４０は、発光モジュール２１から出射された光に対して、透光性、及び、光を
拡散させる光拡散性を有している。例えば、光拡散板４０は、透明なアクリル若しくはＰ
ＥＴ（Ｐｏｌｙ　Ｅｔｈｙｌｅｎｅ　Ｔｅｒｅｐｈｔｈａｌａｔｅ）などの樹脂材料、又
はガラスから構成された透明板に拡散加工が施されることで作製される。光拡散板４０が
透明な材料から構成されることで、光拡散板４０は高い透過率を有する。例えば、光拡散
板４０の全光線透過率は、８０％以上であり、より好ましくは９０％以上である。
【００３７】
　拡散加工は、光拡散板４０の光入射面及び光出射面の少なくとも一方の面に施される。
例えば、拡散加工として、微細なドット状の穴（凹部）からなるプリズムを形成するプリ
ズム処理などがある。また、拡散加工はプリズム処理に限定されず、シボ加工又は印刷に
より行われてもよい。
【００３８】
　拡散加工が施された光拡散板４０のヘイズ値は、例えば１０％以上９０％以下である。
ヘイズ値を１０％以上とすることで、光拡散板４０が透明な材料で構成されていても、ユ
ーザから発光モジュール２１の発光素子２２が粒状に見えることを抑制できる。また、ヘ
イズ値を９０％以下とすることで、光拡散板４０に映し出される映像の輪郭（例えば、青
空の中にある雲の輪郭）をある程度保つことができる。なお、ヘイズ値は、例えばプリズ
ム処理により形成されるプリズムの形状及び大きさに応じて調整が可能である。
【００３９】
　図２は、照明装置１の制御構成を示すブロック図である。
【００４０】
　照明装置１の制御構成に着目した場合、照明装置１は、制御部５０と、記憶部５１と、
発光モジュール２１とによって構成される。
【００４１】
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　制御部５０は、発光モジュール２１の点灯、消灯、調光、及び調色（発光色又は色温度
の調整）などの動作を制御する制御装置である。制御部５０は、マイクロコンピュータ、
プロセッサなど、又は専用回路によって実現される。なお、電源部６０は制御部５０に含
まれる構成要素とし、図２では電源部６０の記載を省略している。電源部６０は、商用電
源から供給される交流電力を、整流、平滑及び降圧等して所定レベルの直流電力に変換し
、当該直流電力を発光モジュール２１に供給する構成要素である。
【００４２】
　制御部５０は、記憶部５１に記憶された映像に関する情報を取得し、当該情報に応じて
発光モジュール２１を制御する。例えば、制御部５０は、光拡散板４０に青空を映し出す
場合に、記憶部５１から青空に関する情報を取得し、取得した情報をもとに複数の発光素
子２２の発光を制御する。この複数の発光素子２２の発光により、光拡散板４０に映像が
映し出される。
【００４３】
　制御部５０と発光モジュール２１（複数の発光素子２２）とは、信号線により電気的に
接続されている。制御部５０は、記憶部５１から入手した情報に応じて、青色ＬＥＤ、緑
色ＬＥＤ及び赤色ＬＥＤそれぞれの明るさに関する情報を含む制御信号を、信号線を介し
て発光素子２２に出力する。制御信号を受信した発光素子２２は、当該制御信号に基づい
て青色、緑色及び赤色を発光する。
【００４４】
　制御部５０は、例えば映像の動きが不自然にならないような時間間隔で、発光モジュー
ル２１に対して制御信号を出力する。例えば、制御部５０は、制御信号を約１秒に２０回
出力する。これにより、例えば青空の中で雲が動いている映像などを表示する場合、より
自然な動きを表示することができる。
【００４５】
　照明装置１の制御部５０は、上記のように変化する映像を表示するにあたって、複数の
発光素子２２の発光を変化させる場合に、照明装置１の光拡散板４０から出射される光の
光量の変化、色温度の変化又は分光分布の変化が所定範囲内となるように、複数の発光素
子２２の発光を制御する。以下、照明装置１の映像表示方法について説明する。
【００４６】
　［１－２．照明装置の映像表示方法］
　図３Ａ～図５を参照して、照明装置１の映像表示方法について説明する。
【００４７】
　図３Ａは、照明装置１に映像を表示する際のフローチャートである。
【００４８】
　まず、図３Ａに示すように、時間帯に応じた映像を記憶部５１から入手して光拡散板４
０に表示する（Ｓ１１）。具体的には、制御部５０は、演出者（ユーザ）の意図により昼
空を表示したい場合には、記憶部５１に保存されている昼間の映像、例えば白雲及び青空
を含む映像を入手し、この映像に基づいて複数の発光素子２２を発光させる。
【００４９】
　次に、映像上における所定パラメータが所定範囲内となるように映像を編集する（Ｓ１
２）。具体的には、制御部５０は、映像上における白雲と青空との面積比率が、先に映し
出された映像と同じ面積比率（例えば白雲領域／青空領域＝０．３）となるように映像を
編集する。なお、制御部５０は、事前に上記条件を満たすように編集された映像を記憶部
５１から読み出し、この読み出した映像を編集映像として用いてもよい。
【００５０】
　そして、編集した映像を光拡散板４０に表示する（Ｓ１３）。次に、映像を表示し続け
るか否かを判断する（Ｓ１４）。映像を表示し続けるか否かは、ユーザからの入力によっ
て適宜決定される。映像を表示し続ける場合は（Ｓ１４のＹｅｓ）、ステップＳ１２に戻
り、ステップＳ１３で表示した映像に対して、映像上における所定パラメータ（例えば面
積比率）が所定範囲内となるように映像を編集する（Ｓ１２）。
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【００５１】
　このように、各ステップＳ１２、Ｓ１３及びＳ１４を繰り返し実行することで、所定の
時間帯において映像を表示し続ける。図３Ａにおいて、ステップＳ１２、Ｓ１３及びＳ１
４を順に実行して再びステップＳ１２に戻る１サイクルが、照明装置１の映像表示の単位
時間である。単位時間は、例えば０．００１秒以上１秒以下の短い時間であり、本実施の
形態における単位時間は、例えば０．０５秒である。
【００５２】
　ステップＳ１４にて、映像を表示し続けないと判断した場合（Ｓ１４のＮｏ）は、映像
の表示を終了する。
【００５３】
　上記のフローの説明では、映像上における白雲と青空との面積比率が、先に映し出され
た映像と同じ面積比率であるようにする制御方法を示した。もちろん、ステップＳ１２に
示しているように所定パラメータ（面積比率）が一定の範囲内となるように制御しても構
わない。
【００５４】
　図３Ｂは、照明装置１に映し出される映像の光量を示す図である。図３Ｂの（ａ）及び
（ｂ）では、光拡散板４０から出射される光の光量の違いをドットの濃淡で示している。
【００５５】
　図３Ｂの（ａ）は、特定の時間に映し出される映像であり、光拡散板４０には１つの大
きな白雲と背景である青空とが映し出されている。図３Ｂの（ｂ）は、（ａ）から所定時
間経過した後の映像であり、光拡散板４０には３つの小さな白雲と背景である青空とが映
し出されている。図３Ｂの（ｂ）は、例えば（ａ）から５分経過した後の映像である。
【００５６】
　本実施の形態では、制御部５０は、光拡散板４０から出射される光の光量の変化が所定
範囲内となるように、光拡散板４０に映し出す映像を編集する。具体的には、制御部５０
は、図３Ｂの（ａ）及び（ｂ）における白雲領域と青空領域との面積比率がほぼ同じとな
るように、例えば、白雲領域／青空領域＝０．２以上０．４以下の範囲となるように映像
を編集する。これにより、光拡散板４０から出射される光の光量の変化を所定範囲内とす
ることができる。光拡散板４０に映し出される白雲領域及び青空領域のそれぞれの面積は
、例えば、光拡散板４０に映し出される画像を、白色の領域と青色の領域とに分け二値化
処理することで求めることができる。
【００５７】
　このように、制御部５０は、映像を変化させる場合、すなわち発光素子２２の発光を変
化させる場合に、光拡散板４０から出射される光の光量の変化が所定範囲内となるように
制御する。これにより、照明装置１において、変化する映像を映し出す際に生じる違和感
を抑制することができる。仮に、変化する映像を映し出す照明装置からの光の光量の変化
が大きい場合には、このような変化する映像を映し出す照明装置からの光により照らされ
た空間の内部に滞在している人は、光量の変化による違和感を感じることがある。しかし
ながら、本実施の形態による構成では、このような違和感を抑制することが可能となる。
【００５８】
　図４は、照明装置１に映し出される映像の色温度を示す図である。図４の（ａ）及び（
ｂ）のそれぞれは、図３Ｂの（ａ）及び（ｂ）に対応する映像であって、光拡散板４０か
ら出射される光の色温度の違いをハッチング幅の広狭で示している。
【００５９】
　図４に示すように、照明装置１の制御部５０は、映像を変化させる場合、すなわち発光
素子２２の発光を変化させる場合に、光拡散板４０から出射される光の色温度の変化が所
定範囲内となるように制御する。これにより、照明装置１に映像を映し出す際に生じる違
和感を抑制することができる。例えば、色温度が白に相当する５５００Ｋから青に相当す
る数万Ｋ以上に急に変化すると、光に照らされる被照射体が急に青く見えるので、ユーザ
にとって違和感を生じる。それに対し、図４の（ａ）に示す状態から（ｂ）に示す状態へ
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の変化のように、色温度の変化が所定範囲内となるように発光素子２２の発光を制御する
ことで、ユーザにとっての違和感を抑制することができる。
【００６０】
　図５は、照明装置１に映し出される映像の他の例を示す図である。図５の（ａ）及び（
ｂ）では、光拡散板４０から出射される光の光量の違いをドットの濃淡で示している。
【００６１】
　図５の（ａ）は、特定の時間に映し出される映像であり、光拡散板４０には１つの大き
な白雲と背景である青空とが映し出されている。図５の（ｂ）は、（ａ）から所定時間経
過した後の映像であり、光拡散板４０には、白雲及び青空が消え、曇り空が映し出されて
いる。図５の（ｂ）は、例えば（ａ）から１０分経過した後の映像である。
【００６２】
　図５に示す例では、制御部５０は、光拡散板４０に映し出される白色光及び青色光の光
束比率の変化が所定範囲内となるように、光拡散板４０に映し出す映像を編集する。具体
的には、制御部５０は、図５の（ａ）及び（ｂ）における白色光と青色光との光束比率が
ほぼ同じとなるように映像を編集する。これにより、光拡散板４０から出射される光の光
量の変化を所定範囲内とし、照明装置１において、変化する映像を映し出す際に生じる違
和感を抑制することができる。なお、曇り空の映像における白色光及び青色光のそれぞれ
の光束は、例えば、曇り空の画像中に存在する白色光の成分と青色光の成分とを抽出して
求めることができる。
【００６３】
　［１－３．効果など］
　本実施の形態に係る照明装置１は、開口部１５を有する筐体１０と、筐体１０に設けら
れ、複数の発光素子２２を有する光源２０と、開口部１５に設けられ、複数の発光素子２
２から出射された光を透過及び拡散して出射する光拡散板４０と、光源２０の発光を制御
する制御部５０とを備える。制御部５０は、光拡散板４０に映像が映し出されるように複
数の発光素子２２の発光を制御し、かつ、複数の発光素子２２の発光を変化させる場合に
、照明装置１から出射される光の光量の変化、及び、色温度の変化のうち少なくとも１つ
の変化が所定範囲内となるように、光源２０の発光を制御する。
【００６４】
　このように、発光素子２２の発光に基づいて映像を変化させる場合に、照明装置１から
出射される光の光量の変化が所定範囲内となるように光源２０の発光を制御することで、
照明装置１に上記映像（変化する映像）を映し出す際に生じる違和感を抑制することがで
きる。また、照明装置１から出射される光の色温度の変化が所定範囲内となるように制御
することで、照明装置１に上記映像を映し出す際に生じる違和感を抑制することができる
。すなわち、照明装置１では、変化する映像を映し出す照明装置１からの光により照らさ
れた空間に対して、滞在者が感じる違和感を抑制することができる。
【００６５】
　なお、上記では光の光量の変化又は色温度の変化が所定範囲内となるように制御する場
合について示したが、それに限られず、光の分光分布の変化が所定の範囲となるように光
源２０の発光を制御してもよい。すなわち、制御部５０は、複数の発光素子２２の発光を
変化させる場合に、照明装置１から出射される光の光量の変化、色温度の変化及び分光分
布の変化のうち少なくとも１つの変化が所定範囲内となるように、光源２０の発光を制御
してもよい。
【００６６】
　また、上記光源２０の発光の制御として、制御部５０は、複数の発光素子２２の発光を
変化させる場合に、照明装置１の光拡散板４０から出射される光の光量の変化、及び、色
温度の変化のうち少なくとも１つの変化が所定範囲内となるように、光源２０の発光を制
御してもよい。
【００６７】
　このように、発光素子２２の発光に基づいて映像を変化させる場合に、光拡散板４０か
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ら出射される光の光量の変化が所定範囲内となるように光源２０の発光を制御することで
、照明装置１に上記映像（変化する映像）を映し出す際に生じる違和感を抑制することが
できる。また、光拡散板４０から出射される光の色温度の変化が所定範囲内となるように
制御することで、照明装置１に上記映像を映し出す際に生じる違和感を抑制することがで
きる。
【００６８】
　また、制御部５０は、上記光量の変化、及び、上記色温度の変化のうち少なくとも１つ
の変化が所定範囲内となるように、光拡散板４０に映し出す映像を編集してもよい。
【００６９】
　このように、光拡散板４０から出射される光の光量又は色温度の変化が所定範囲内とな
るように映像を編集することで、照明装置１に変化する映像を映し出す際に生じる違和感
を抑制することができる。
【００７０】
　また、上記映像が、雲及び青空の映像である場合に、制御部５０は、雲の領域及び青空
の領域の面積比率の変化が所定範囲内となるように、光拡散板４０に映し出す映像を編集
してもよい。
【００７１】
　このように、雲の領域及び青空の領域の面積比率が所定範囲内となるように映像を編集
することで、照明装置１から出射される光の総和の光量又は色温度を所定範囲内とするこ
とができる。これにより、照明装置１に変化する映像を映し出す際に生じる違和感を抑制
することができる。
【００７２】
　また、上記映像が、白色光及び青色光によって映し出される場合に、制御部５０は、白
色光及び青色光の光束比率の変化が所定範囲内となるように、光拡散板４０に映し出す映
像を編集してもよい。
【００７３】
　このように、白色光及び青色光の光束比率が所定範囲内となるように映像を編集するこ
とで、照明装置１から出射される光量又は色温度を所定範囲内とすることができる。これ
により、照明装置１に変化する映像を映し出す際に生じる違和感を抑制することができる
。照明装置１から出射される光量を所定範囲内にするためは、それぞれの発光素子２２の
発光量を所定の範囲内となるように制御することもできるし、照明装置１から出射される
光の総和の光量が所定の範囲内となるように制御するようにしても構わない。それぞれの
発光素子２２の明るさと色を大きく変えるような映像を映し出す際には、照明装置１から
出射される光の総和が所定の範囲内となるように制御することができる。
【００７４】
　また、制御部５０は、単位時間において、上記光量の変化、上記色温度の変化及び上記
分光分布の変化のうち少なくとも１つの変化を所定範囲内としてもよい。
【００７５】
　これによれば、決められた単位時間において、照明装置１に生じる違和感を抑制するこ
とができる。例えば、単位時間を０．００１秒以上１秒以内に決定した場合、この短い時
間において照明装置１に対して生じる違和感を抑制することができる。
【００７６】
　また、制御部５０は、所定の時間帯において、照明装置１から出射される光の光量の変
化、色温度の変化及び分光分布の変化のうち少なくとも１つの変化が所定範囲内となるよ
うに、光源２０の発光を制御してもよい。
【００７７】
　これによれば、決められた所定の時間帯において、照明装置１に生じる違和感を抑制す
ることができる。例えば、所定の時間帯を朝昼夕夜に区切り、そのうちの昼に決定した場
合、昼の時間帯において照明装置１に対して生じる違和感を抑制することができる。
【００７８】
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　（実施の形態２）
　［２－１．照明装置の構成］
　次に、実施の形態２に係る照明装置１Ａについて説明する。実施の形態２に係る照明装
置１Ａは、実施の形態１の照明装置１の構成に加え、さらに、発光モジュール２１とは異
なる発光器具２５を備えている。
【００７９】
　図６は、照明装置１Ａが天井７０に設置されている状態を示す斜視図である。図７は、
照明装置１の制御構成を示すブロック図である。
【００８０】
　図６に示すように、照明装置１Ａは、筐体１０と、発光モジュール２１及び発光器具２
５を有する光源２０と、光反射部材３０と、光拡散板４０と、制御部５０と、電源部６０
とを備える。照明装置１Ａの発光モジュール２１、光反射部材３０、光拡散板４０、制御
部５０及び電源部６０は、実施の形態１で示した照明装置１とほぼ同じ構成を有しており
、説明を省略する。
【００８１】
　照明装置１Ａの筐体１０は、収容部１１と、枠部１２とを有し、枠部１２の底面部１２
ａは、実施の形態１の底面部１２ａよりも幅広となっている。本実施の形態では、この幅
広の底面部１２ａに複数の窪み（凹部）が形成され、この窪みに発光器具２５が埋め込ま
れている。
【００８２】
　発光器具２５は、複数の発光源２６を有している。複数の発光源２６は、平面視して第
２の開口部１６を囲むように、第２の開口部１６の外側に配置されている。各発光源２６
は、例えば、発光素子と開口カバーとを有するダウンライトである。図７に示すように、
発光器具２５は、制御部５０に接続されている。
【００８３】
　制御部５０は、発光モジュール２１及び発光器具２５の発光を制御する。具体的には、
照明装置１Ａの制御部５０は、発光モジュール２１の発光を変化させる場合に、照明装置
１Ａから出射される光の光量の変化、色温度の変化又は分光分布の変化が所定範囲内とな
るように、発光器具２５の発光を制御する。
【００８４】
　［２－２．照明装置の映像表示方法］
　図８Ａは、照明装置１Ａに映像を表示する際のフローチャートである。
【００８５】
　まず、時間帯に応じた映像を記憶部５１から入手する（Ｓ２１）。具体的には、制御部
５０は、記憶部５１に保存されている昼間の映像、例えば白雲及び青空を含む映像を入手
する。
【００８６】
　次に、映像用である複数の発光素子２２の放射光を算出する（Ｓ２２）。具体的には、
制御部５０は、記憶部５１から入手した映像信号に基づいて、発光素子２２から放射され
る光の光量及び色温度を演算する。
【００８７】
　次に、算出した発光素子２２の放射光に応じて、発光器具２５から出射される光の光量
及び色温度を決定する（Ｓ２３）。当該光量及び色温度を決定する際は、制御部５０は、
照明装置１Ａ全体から出射される光の光量及び色温度が所定範囲内となるように決定する
。すなわち、光源２０である発光モジュール２１及び発光器具２５の両方を含めた光量及
び色温度に基づいて決定する。
【００８８】
　そして、決定した光量及び色温度に基づいて発光器具２５を発光する（Ｓ２４）。次に
、映像を表示し続けるか否かを判断する（Ｓ２５）。映像を表示し続けるか否かは、ユー
ザからの入力によって適宜決定される。映像を表示し続ける場合は（Ｓ２５のＹｅｓ）、
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ステップＳ２１に戻り、新たな次の映像を入手する（Ｓ２１）。
【００８９】
　なお、ステップ２１にて映像を入手する際は、映像情報から直接空間光を求める方法に
加え、別途設けた光センサーから実際の環境光を入手し、この環境光に基づいて光の光量
及ぶ色温度を導出してもよい。
【００９０】
　このように、各ステップＳ２１～Ｓ２５を繰り返し実行することで、所定の時間帯にお
いて映像を表示し続ける。図８Ａにおいて、ステップＳ２１～Ｓ２５を順に実行して再び
ステップＳ２１に戻る１サイクルが、照明装置１Ａの映像表示の単位時間である。単位時
間は、例えば０．００１秒以上１秒以下の短い時間である。
【００９１】
　ステップＳ２５にて、映像を表示し続けないと判断した場合（Ｓ２５のＮｏ）は、映像
の表示を終了する。
【００９２】
　図８Ｂは、照明装置１Ａに映し出される映像の光量を示す図である。図８Ｂの（ａ）及
び（ｂ）では、光拡散板４０から出射される光の光量の違いをドットの濃淡で示し、又、
（ａ）及び（ｂ）のそれぞれの下側に、光拡散板４０から出射される光の分光分布図を示
している。
【００９３】
　図８Ｂの（ａ）は、特定の時間に映し出される映像であり、光拡散板４０には１つの小
さな白雲と背景である青空とが映し出されている。分光分布図で見ると、光拡散板４０は
青空の領域が多くなっているので青に相当する波長の度数が大きく、発光器具２５は明る
く点灯しているので赤に相当する波長の度数が大きくなっている。図８Ｂの（ａ）に図８
Ｂの（ｂ）は、（ａ）から所定時間経過した後の映像であり、光拡散板４０には１つの大
きな白雲と２つの小さな白雲と背景である青空とが映し出されている。分光分布図で見る
と、光拡散板４０は白雲の領域が増えているので黄又は赤に相当する波長の度数が増え、
発光器具２５は暗く点灯しているので赤に相当する波長の度数が減っている。
【００９４】
　本実施の形態における制御部５０は、図８の（ａ）に示す状態から図８の（ｂ）に示す
状態に変化させるにあたり、照明装置１Ａから出射される分光分布の変化が所定範囲内と
なるように、発光器具２５の発光を制御する。具体的には、制御部５０は、図８Ｂの（ａ
）及び（ｂ）における分光分布図において、光拡散板４０から出射される光と発光器具２
５から出射される光とを合計した強度（分光分布図における破線）が（ａ）と（ｂ）とで
ほぼ同じとなるように、発光器具２５の発光を制御する。言い換えれば、制御部５０は、
光拡散板４０から出射される光の光量に対応して発光器具２５を調光制御し、また、光拡
散板４０から出射される光の光色に対応して発光器具２５を調色制御する。このように、
照明装置１Ａから出射される光の分光分布の変化を所定範囲内とすることで、照明装置１
Ａにおいて、変化する映像を映し出す際に生じる違和感を抑制している。
【００９５】
　［２－３．効果など］
　本実施の形態に係る照明装置１Ａは、開口部１５を有する筐体１０と、筐体１０に設け
られ、複数の発光素子２２を有する光源２０と、開口部１５に設けられ、複数の発光素子
２２から出射された光を透過及び拡散して出射する光拡散板４０と、光源２０の発光を制
御する制御部５０とを備える。光源２０は、さらに、複数の発光素子２２と異なる発光源
２６を有する発光器具２５を含む。制御部５０は、光拡散板４０に映像が映し出されるよ
うに複数の発光素子２２の発光を制御し、かつ、複数の発光素子２２の発光を変化させる
場合に、照明装置１Ａから出射される光の分光分布の変化が所定範囲内となるように、発
光器具２５の発光を制御する。
【００９６】
　このように、発光素子２２の発光に基づいて映像を変化させる場合に、照明装置１Ａか
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ら出射される光の分光分布の変化が所定範囲内となるように発光器具２５を制御すること
で、照明装置１Ａに上記映像（変化する映像）を映し出す際に生じる違和感を抑制するこ
とができる。また、発光素子２２とは異なる発光源２６を有することで、光拡散板４０に
映し出す映像に制限をかけずに自由な映像を演出することが可能となる。
【００９７】
　なお、上記では光の分光分布の変化が所定範囲内となるように発光器具２５の発光を制
御する場合について示したが、それに限られず、光の光量の変化、及び、色温度の変化が
所定の範囲となるように発光器具２５の発光を制御してもよい。すなわち、制御部５０は
、複数の発光素子２２の発光を変化させる場合に、照明装置１Ａから出射される光の光量
の変化、色温度の変化及び分光分布の変化のうち少なくとも１つの変化が所定範囲内とな
るように、発光器具２５の発光を制御してもよい。
【００９８】
　また、制御部５０は、光拡散板４０から出射される光の光量に対応して発光器具２５を
調光してもよいし、光拡散板４０から出射される光の光色に対応して発光器具２５を調色
してもよい。
【００９９】
　このように、制御部５０にて発光器具２５を調光制御又は調色制御することで、照明装
置１Ａに変化する映像を映し出す際に生じる違和感を抑制することができる。
【０１００】
　（実施の形態３）
　次に、実施の形態３に係る照明システム２について説明する。実施の形態３に係る照明
システム２では、実施の形態２の照明装置１Ａの発光器具２５が、天井７０に設けられて
いる。
【０１０１】
　図９は、照明システム２を示す斜視図である。図１０は、照明システム２の制御構成を
示すブロック図である。
【０１０２】
　図９及び図１０に示すように、照明システム２は、実施の形態１の照明装置１と、照明
装置１の発光素子２２と異なる発光源２６を有する発光器具２５と、照明装置１及び発光
器具２５の発光を制御する照明コントローラ５５とを備えている。
【０１０３】
　照明システム２では、天井７０に窪み（凹部）が形成され、この窪みに発光器具２５が
埋め込まれている。
【０１０４】
　発光器具２５は、複数の発光源２６を有している。複数の発光源２６は、第２の開口部
１６の外側に配置されている。各発光源２６は、例えば、発光素子を有するＬＥＤ電球で
ある。図１０に示すように、発光器具２５は、照明コントローラ５５に接続されている。
【０１０５】
　照明コントローラ５５は、発光モジュール２１及び発光器具２５の発光を制御する。具
体的には、照明コントローラ５５は、光拡散板４０に映像が映し出されるように複数の発
光素子２２の発光を制御し、かつ、複数の発光素子２２の発光を変化させる場合に、照明
システム２から出射される光の光量の変化、色温度の変化及び分光分布の変化のうち少な
くとも１つの変化が所定範囲内となるように、発光器具２５の発光を制御する。これによ
り、照明装置１において、変化する映像を映し出す際に生じる違和感を抑制することがで
きる。
【０１０６】
　なお、照明システム２は、１台の照明装置１に限られず、複数台の照明装置１を備えて
いてもよい。例えば、照明システム２は、複数の照明装置１のそれぞれが異なる映像を出
力している場合に、発光器具２５のの光の強さ、又は、色を制御して、空間全体としての
光の違和感を低減する構成であってもよい。
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【０１０７】
　（その他の実施の形態）
　以上、本発明について実施の形態に基づいて説明したが、本発明は、上記実施の形態に
限定されない。
【０１０８】
　実施の形態１～３では、光拡散板４０に白雲と青空とを映し出す例を示したが、映像と
してはこれに限られない。例えば図１１の（ａ）及び（ｂ）に示すよう、光拡散板４０に
夕日と夕空とを映し出してもよい。この場合においても、複数の発光素子２２の発光を変
化させる場合に、照明装置１、１Ａ又は照明システム２から出射される光の光量の変化、
色温度の変化及び分光分布の変化のうち少なくとも１つの変化が所定範囲内となるように
、光源２０の発光を制御する。これにより、照明装置１、１Ａ又は照明システム２に映像
を映し出す際に生じる違和感を抑制することができる。
【０１０９】
　また、上記実施の形態では、筐体１０が枠部１２を有する例について説明したが、これ
に限定されない。例えば、枠部１２は造営材の一部として構成されていてもよい。
【０１１０】
　また、上記実施の形態では、照明装置１又は１Ａが天井７０に埋め込まれる例について
説明したが、これに限定されない。例えば、照明装置１又は１Ａが壁などに埋め込まれて
もよい。この場合、壁は造営材の一例である。
【０１１１】
　また、上記実施の形態では、光拡散板４０を作製する例として、透明板（例えば、透明
なアクリル板）に拡散加工を施す例を示したが、それに限定されない。例えば、光拡散板
４０は、透明板に拡散シートを設けることで構成されてもよい。この場合、透明板の床面
側又は発光モジュール２１側の少なくとも一方の面に拡散シートが設けられていればよい
。また、光拡散板４０は、光拡散材（例えば、シリカ粒子などの光反射性微粒子）が内部
に分散された乳白色の拡散板であってもよい。このような拡散板は、光拡散材を混合した
透光性樹脂材料を所定形状に樹脂成型することによって作製される。なお、光拡散板４０
は、乳白色であってもよいが、光の損失を低減する観点から透明な樹脂材料などに拡散処
理が施されたものを用いるとよい。
【０１１２】
　このように、本実施の形態によれば、照明装置から照射される光が、空間の明るさを実
質的に支配するほど多く照射される空間において、映像の光の色や強度が変化したり、空
間光の分光波長特性が変化することにより空間に存在する物の見え方が著しく変化したり
、空間光黒体放射から著しく逸脱することによる滞在者（ユーザ）の違和感を抑制するこ
とができる。
【符号の説明】
【０１１３】
　１、１Ａ　照明装置
　２　　　　照明システム
　１０　　筐体
　１５、１６　開口部
　２０　　光源
　２１　　発光モジュール
　２２　　発光素子
　２５　　発光器具
　２６　　発光源
　３０　　光反射部材
　４０　　光拡散板
　５０　　制御部
　５５　　照明コントローラ
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